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人勧 戦争と平和 特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

大幅賃上げの実現とあらゆる格差の解消を!
生
活
を
守
る
大
幅
賃
上
げ
を
！

記
録
的
な
物
価
の
高
騰
・
高
止
ま

り
の
中
で
、
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス

が
25
カ
月
連
続
と
過
去
最
長
を
更
新

し
依
然
と
し
て
物
価
の
上
昇
に
賃
金

の
伸
び
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
民

生
活
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
も
と
24
年
春
闘
で

は
、
大
手
企
業
を
中
心
に
満
額
含
む

高
水
準
の
回
答
が
相
次
い
で
い
る
も

の
の
、
中
小
企
業
で
は
昨
年
実
績
を

下
回
る
と
の
報
道
も
な
さ
れ
て
い
ま

す
。岸

田
首
相
は｢

物
価
高
に
負
け
な
い

賃
上
げ｣

と｢

政
府
に
よ
る
『
公
的
賃

上
げ
』｣

に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
実

現
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
生
活
改
善

は
も
と
よ
り
、
日
本
経
済
を
立
て
直

す
た
め
に
も
大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ

が
必
要
で
す
。

賃
上
げ
は
良
質
で
安
定
し
た
公
務
サ
ー

ビ
ス
、
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て

い
る一

方
、
24
年
人
事
院
勧
告
に
む
け

て
「
給
与
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
職
員

の
処
遇
改
善
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
な
ど
労
働
者
本
位
の
勧
告
を
求
め

ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
は
、
良
質
で

安
定
し
た
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

教
育
の
充
実
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
人

事
院
に
は
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償

機
関
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
発

揮
し
、
私
た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

６
月
28
日
は
ボ
ー
ナ
ス
支
給
日
で

す
。
再
任
用
以
外
の
教
職
員
は
昨
年

度
の
交
渉
で
年
間
０
．
１
月
分
の
ア
ッ

プ
（
４
．
４
月
分
か
ら
４
．
５
月
分
）

を
受
け
、
期
末
手
当
１
．
２
２
５
カ

月
、
勤
勉
手
当
１
．
０
２
５
か
月
、

計
２
．
２
５
カ
月
分
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
再
任
用
教
職
員
は
期
末
手
当

０
．
６
８
７
５
か
月
、
勤
勉
手
当
０
．

４
８
７
５
か
月
、
計
１
．
１
７
５
か

月
分
の
支
給
で
す
。

切
実
な
願
い
を
署
名
に
託
し
、
要
求

実
現
を

全
教
は
24
年
度
人
事
院
勧
告
に
向

け
て｢

賃
金･

一
時
金
の
大
幅
改
善｣

｢

地
域
手
当
の
改
善｣｢

初
任
給
の
抜

本
的
改
善｣｢

再
任
用
教
職
員
の
賃
金

大
幅
引
き
上
げ｣

な
ど
の
実
現
を
目
指

し
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
署
名
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
思
い
を
署
名
に
託
し
、

大
幅
賃
上
げ
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

署
名
用
紙
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）
は
、
２
４
年
度
人
事
院
勧
告
に

向
け｢

２
４
人
勧
で
必
ず
生
活
改
善
の
実
現
を
！
公
務
労
働
者
の
大

幅
賃
上
げ
等
を
求
め
る
署
名｣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
教
北
九

州
は
こ
の
署
名
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
５
月
27
日
、
北
九
州
市

人
事
委
員
会
に
対
し
て
教
職
員
の
労
働
条
件
改
善
を
後
押
し
す
る

勧
告
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
要
請
書
を
も
と

に
交
渉
を
行
う
予
定
で
す
。

生
活
を
守
る
た
め
に
は
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要

24年度人勧

今
年
の
「
え
が
お
署
名
」
は
初
め

て｢

給
特
法
の
改
正｣

を
明
記
し
、
時

間
外
手
当
（
２
割
５
分
増
し
）
を
支

払
う
仕
組
み
を
つ
く
る
よ
う
に
求
め

て
い
ま
す
。
長
時
間
過
密
労
働
の
解

消
は
、
教
育
の
基
礎
と
な
る
児
童
・

生
徒
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
時
間
の

確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
教
職
員
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

▼
給
特
法
を
改
正
し
、
教
職
員
の
時

間
外
勤
務
手
当
を
支
払
う
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
。

▼
小
中
高
の
全
学
年
で
た
だ
ち
に
少

人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。

▼
特
別
支
援
学
級
の
編
制
基
準
を
６

人
に
改
善
す
る
こ
と
。

｢

え
が
お
署
名｣
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

全
教
北
九
州
は
、
一
人
ひ
と
り
に
ゆ
き
と
ど
い
た
豊
か
な
教
育

を
と
ど
け
る
た
め
、
教
育
条
件
の
向
上
を
要
求
し
運
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
文
部
科
学
省
に
対
す
る
運
動
が
、
来
年
度
政

府
予
算
に
向
け
た
文
科
省
概
算
要
求
に
対
す
る
要
請
署
名
で
あ
る

「
え
が
お
署
名
」
で
す
。

軍
拡
よ
り
も
、
教
育
に
お
金
を
ま
わ
し
て
！

教
育
予
算
を
ふ
や
し
て
か
が
や
け
！
み
ん
な
の
え
が
お

ネット署名は
こちらから
↓

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ

ナ
で
は
戦
火
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
兵
士
と
し
て
戦
わ

せ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
日
本
が
戦
争
を
し
て
い

た
時
代
、
子
ど
も
は
ど
の
よ

う
し
て
戦
争
に
組
み
込
ま
れ
、

協
力
さ
れ
ら
れ
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。

｢

国
策
標
語
で
み
る
政
治

体
制
下
の
子
ど
も｣

で
は
、

国
民
を
戦
争
へ
駆
り
立
て
た

標
語
と
と
も
に
子
ど
も
の
戦

争
協
力
の
一
端
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
平
和
授
業
の
資
料

等
に
ご
活
用
下
さ
い
。

戦争と平和について考える
特集「国策標語でみる戦時体制下の子ども」

署名用紙は
こちらから
↓
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『
「
国
策
標
語
」
で
み
る
戦
時
体
制
下
の
子

ど
も
』
参
考
文
献
（
表
題
の
漢
字
は
現
在
の

も
の
に
改
め
て
い
ま
す
。
）

書
籍

日
本
宣
伝
協
会

『
国
策
標
語
年
鑑

昭
和
十
八
年
度
版
』

（1944

）

近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
編
纂
会

『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
第
７
巻
』

（1956

）

学
校
給
食
十
五
年
記
念
会

『
学
校
給
食
十
五
年
史
』
（1962

）

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所

『
別
巻

日
本
労
働
年
鑑

太
平
洋
戦
争
下

の
労
働
者
状
態･

労
働
運
動
』
（1964

）

文
部
省

『
学
制
百
年
史
』
『
学
制
百
年
史

資
料
編
』

（
と
も
に1981

）

厚
生
省

『
厚
生
省
五
十
年
史
記
述
篇
』
（1988

）

早
川
タ
ダ
ノ
リ

『｢

愛
国｣

の
技
法
』
（2014

）

雑
誌

大
蔵
省
印
刷
局
編

『
官
報
昭
和
18
年
９
月
23
日
』
（1943

）

日
本
職
業
指
導
協
会

『
国
民
学
校
修
了
者
の
進
職
指
導
』

（1943

職
業
指
導
昭
和
18
年
12
月
号
）

論
文
等

逸
見
勝
亮

『
日
本
学
童
疎
開
史
研
究
序
説
』

（1988

北
海
道
大
學
教
育
學
部
紀
要
51
号
）

中
村
祐
司

『
戦
時
下
の
国
民
体
育
行
政
︱
厚
生
省
体
育

局
に
よ
る
体
育
行
政
施
策
を
中
心
に
︱
』

（1992

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
研
究
第
５
巻

第
１
号
）

坂
上
康
博

『
太
平
洋
戦
争
下
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
︱
１
９

４
３
年
の
厚
生
省
の
政
策
方
針
、
運
動
用
具

及
び
競
技
大
会
の
統
制
︱
』

（2010

一
橋
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
29
巻
）

首
藤
卓
茂

『
軍
需
工
場
な
ど
へ
の
福
岡
市
と
近
郊
女
学

校
生
の
通
年
勤
労
動
員
』

（2023

福
岡
地
方
史
研
究
61
号
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
も
の

中
島
寧
綱

『
職
業
安
定
行
政
史:

江
戸
時
代
よ
り
現
代
ま

で
』
（
一
般
財
団
法
人
日
本
職
業
協
会
）

全
国
学
童
疎
開
連
絡
協
議
会

『
学
童
疎
開
と
は
』

写
真

す
べ
て
ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア･

コ
モ
ン
ズ

１
９
４
２

日
本
カ
レ
ン
ダ
ー
株
式
会
社

戦
争
が
長
期
化
す
る
と
人
口
増
加

が
国
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
１
９

４
１
年
、
近
衛
内
閣
は
、
兵
力
及
び

労
力
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後
10
年

間
で
婚
姻
年
齢
を
３
年
早
め
、
子
ど

も
を
５
人
産
む
こ
と
等
と
す
る
政
策

を
決
定
し
ま
し
た
。

厚
生
省
は
、
死
産
防
止
と
乳
幼
児

死
亡
率
の
低
下
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

39
年
、
乳
児
の
一
斉
検
診
と
無
料
相

談
を
開
始
、
42
年
、
乳
幼
児
の
体
力

検
査
と
保
健
指
導
、
さ
ら
に
妊
婦
の

届
出
を
義
務
化
し｢

妊
産
婦
手
帳

（
母
子
健
康
手
帳
の
前
身
）｣

制
度

を
始
め
ま
し
た
。
十
分
に
機
能
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
手
帳
所
持
者
は
食
糧

の
特
配
、
妊
娠･

出
産
に
必
要
な
物

品
の
配
給
、
牛
乳
等
の
優
先
配
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

多
子
世
帯
へ
の
優
先
配
給
、
産
院
や

乳
児
院
の
拡
充
す
る
一
方
で
、
堕
胎

等
の
産
児
制
限
禁
止
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
乳
幼
児
死

亡
率
は
低
下
し
ま
し
た
が
、
出
生
数

は
ほ
と
ん
ど
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
人
し
て

五
人
育
て
て

一
人
前

１
９
４
２

小
国
民
新
聞

大
阪
毎
日
新
聞
版

以
前
か
ら
志
願
兵
の
制
度
（
17
歳

か
ら
５
年
間
等
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、

日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
技
術
の
習

得
が
必
要
な
分
野
（
航
空･

戦
車･

通

信
等
）
で
大
規
模
な
少
年
の
募
集
が

始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
分
野
を

限
定
し
な
い
下
士
官
候
補
者
の
募
集

も
始
め
ま
し
た
。
応
募
は
14
歳
か
ら

可
能
で
し
た
。

軍
で
は
、
応
募
者
を
集
め

る
た
め
様
々
な
施
策
を
行
い

ま
し
た
。｢

格
好
い
い｣

制
服

を
用
意
す
る
、
給
与
を
支
給

す
る
、
昇
進
で
優
遇
す
る
、

少
年
兵
達
が
主
人
公
の
映
画

を
上
映
す
る
等
で
す
。
こ
れ

ら
の
施
策
は
少
年
た
ち
の
心

を
掴
み
多
く
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
貧
し
い
世
帯
に
は
大

き
な
魅
力
で
し
た
。
ま
た
兵
士
同
士

で
の
陰
湿
な
い
じ
め
は
周
知
の
事
実

で
あ
っ
た
た
め
、
２
年
程
度
で
下
士

官
に
な
る
昇
進
の
速
さ
は
魅
力
で
し

た
。学

校
で
は
志
願
者
を
送
り
出
す
こ

と
が｢

名
誉｣

と
さ
れ
積
極
的
に
働
き

か
け
ま
し
た
。
同
時
に
軍
か
ら
学
校

に
対
し
て
一
定
数
の
志
願
者
を
出
す

よ
う
働
き
か
け
も
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
ら
の
心
は

弾
丸
だ

１
９
４
１

四
日
市
国
民
職
業
指
導
所

女
性
に
は
早
婚･

多
産
を
奨
励
す

る
一
方
で
そ
の
労
働
力
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
女
学
校
生
等
は
、
工

場
等
へ
の
動
員
の
他
に
、
農
繁
期
の

農
村
で
の
託
児
、
医
療
機
関
で
看
護

師
の
補
助
、
男
性
の
就
業
が
禁
止
さ

れ
た
分
野
に
も
従
事
し
ま
し
た
。
ま

た
女
性
の
医
学
校
が
各
地
で
開
校
し

医
師
不
足
解
消
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
動
員
先
で
の
男
性

と
の
挨
拶
を
含
め
た
会
話
の
禁
止
、

女
性
の
学
校
は
学
校
に
機
械
等
を
設

置
し
動
員
す
る
な
ど｢

風
紀｣

維
持
も

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
動
員
は
未
婚
者
に
限
定
さ
れ
、

結
婚
後
は
出
産
と
育
児
、
家
庭
を
守

る
こ
と
に
専
念
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
警
察
は

兵
士
の
留
守
家
庭
を
監
視
し
て
い
ま

し
た
。

戦
後
、
男
性
が
職
場
に
復
帰
す
る

と
、
女
性
は
職
場
を
追
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

足
ら
ぬ
労
力

女
性
で
満
た
せ

用
語

御
盾
︱
天
皇
の
盾

戦
技
︱
個
人
が
習
得
す
べ
き
軍
隊
生
活

や
戦
闘
に
必
要
な
技
術
。
敬
礼
等
の
所

作
、
射
撃
、
格
闘
、
ほ
ふ
く
等
の
運
動
、

救
護
、
陣
地
構
築
な
ど
が
あ
る
。

中
等
学
校
︱
旧
制
中
学
校
、
高
等
女
学

校
、
実
業
学
校
の
総
称
。
戦
後
は
新
制

高
等
学
校
に
移
行
し
た
。

国
民
学
校
︱
１
９
４
０
年｢
国
民
学
校
令｣

に
よ
り
国
公
立
の
小
学
校･
高
等
小
学
校

は
、
国
民
の
基
礎
教
育
の
場
と
規
定
さ

れ
、
国
民
学
校
初
等
科･

高
等
科
に
改
組

さ
れ
た
。
戦
後
、
初
等
科
は
新
制
小
学

校
に
、
高
等
科
は
新
制
中
学
校
に
移
行

し
た
。

青
年
学
校
︱
尋
常
小
学
校
卒
業
で
就
職

し
た
青
少
年
に
軍
事
教
練
を
含
む
社
会

教
育
を
実
施
す
る
普
通
科
２
年
、
本
科

３
年
ま
た
は
５
年
か
ら
な
る
学
校
。
修

業
年
限
は
男
性
７
年
、
女
性
５
年
。
１

９
３
９
年
に
男
性
の
み
義
務
教
育
と
な

る
。
戦
後
、
普
通
科
は
新
制
中
学
校
、

本
科
は
新
制
高
等
学
校
の
定
時
制
に
移

行
し
た
。

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
︱
16
歳
か
ら

19
歳
の
男
性
を｢

満
州
国｣

に
開
拓
民
と

し
て
送
出
し
た
組
織
。
８
万
６
千
人
が

送
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は｢

満
州

国｣

へ
の
移
民
の
約
３
割
を
占
め
る

職
業
紹
介
機
関
︱
戦
時
体
制
の
進
展
に

伴
い｢

職
業
紹
介
所｣｢

国
民
職
業
指
導
所｣

（
41
年
）｢

国
民
勤
労
動
員
署｣

（
44
年
）

と
労
務
統
制
機
関
へ
変
貌
し
た
。
こ
の

機
関
が
発
出
す
る｢

徴
用
令
書｣

は｢

赤
紙｣

に
対
し｢
白
紙｣

と
言
わ
れ
た
。
戦
後｢

公

共
職
業
安
定
所｣

と
な
っ
た
。



（3）2024年6月30日 新聞 全教北九州 （2）

1918
大正7

1919
大正8

1920
大正9

1921
大正10

1922
大正11

1923
大正12

1924
大正13

1925
大正14

1926
大正15
昭和1

1927
昭和2

1928
昭和3

1929
昭和4

1930
昭和5

1931
昭和6

1932
昭和7

1933
昭和8

1934
昭和9

1935
昭和10

1936
昭和11

1937
昭和12

1938
昭和13

1939
昭和14

1940
昭和15

1941
昭和16

1942
昭和17

1943
昭和18

1944
昭和19

1945
昭和20

日
本

米騒動
シベリア
出兵
（～22）
原敬内閣･
初の政党
内閣

3.1運動
（朝鮮独
立運動）
ベルサイ
ユ条約調
印

戦後の不
況始まる
新婦人協
会結成
第1回メー
デー

日本労働
総同盟結
成

ワシント
ン海軍軍
縮条約調
印
全国水平
社結成
山梨軍縮

関東大震
災
亀戸事件
甘粕事件

第二次護
憲運動
メートル
法実施

治安維持
法
普通選挙
導入
ラジオ放
送始まる
板垣軍縮

6.10万歳
運動（朝
鮮独立運
動）

金融恐慌
兵役法(陸
軍2年･海
軍3年)
山東出兵
（～28）

3.15事件
(共産党員
検挙)
済南事件
張作霖爆
殺事件
特別高等
警察設置

パリ不戦
条約批准

ロンドン
海軍軍縮
条約調印
世界恐慌
の波及、
米価暴落･
労働争議
続発

満州事変
（～32）

上海事変
血盟団事
件
｢満州国｣
建国
5.15事件

昭和三陸
地震
滝川事件
国際連盟
脱退

室戸台風
で京阪神
地方に風
水害
東北地方
で冷害

天皇機関
説事件
｢国体明徴｣
声明･立憲
主義の否
定

2.26事件
メーデー
禁止
｢満州｣へ
の移民本
格化

日中戦争
始める
国民精神
総動員運
動始める
戦時経済
体制に移
行

厚生省発
足
国家総動
員法
満蒙開拓
青少年義
勇軍始め
る

国民徴用
令
ノモンハ
ン事件
価格等統
制令等に
よる物価
統制強化

国民優生
法
日独伊三
国同盟成
立
大政翼賛
会･産業報
国会結成

日ソ中立
条約調印
国民勤労
報国協力
令
太平洋戦
争始める

衣料切符
点数制度
食糧管理
法
関門トン
ネル開通

上野動物
園で猛獣
殺処分
学徒出陣
始める
男性の就
業禁止職
種発表

学童疎開
始める
空襲激化
体当たり
攻撃始め
る
東南海地
震

三河地震
本土決戦
準備
沖縄戦
広島,長崎
に原爆投
下される
日本降伏

学
校･

教
育･

文
化
等

第3期国定
教科書｢ハ
ナ･ハト｣
読本
｢赤い鳥｣
創刊

日本教員
組合啓明
会結成
各学校令
改正･理科
尊重､国民
精神涵養､
中･高等教
育の拡充

八大教育
主張講演
会･大正自
由教育運
動が広が
る
教育評議
会設置

女性教員
の産前産
後休暇を
許可

盲学校及
聾唖(ろう
あ)学校令
･府県に設
置義務

文政審議
会設置

中等学校
以上の学
校で軍事
教練開始
全国女子
学生同盟
結成

幼稚園令
学齢児童
の工場就
業禁止

児童生徒
の個性を
尊重した
進路指導
を指示

東京･京都
･東北･九
州各帝国
大学の左
派学生団
体に解散
命令

小学校で
の入試対
策教育を
禁止
｢綴方生活｣
創刊
北方教育
社結成

市町村に
｢社会教化
委員会｣設
置を指導
日本教育
労働者組
合結成

学生の思
想事件摘
発と処分
相次ぐ
財政難に
よる学校
の整理･廃
止への反
対運動

貧困救済
の給食実
施
｢国民精神
文化研究
所｣設置･
日本の独
自性･優位
性を研究

第4期国定
教科書｢サ
クラ｣読本
2.4事件･
全国で教
員組合員
検挙

北日本国
語教育連
盟結成

青年学校
令
教学刷新
評議会･国
家主義的
教育推進
全国向け
学校放送
始まる

左派文化
団体一斉
検挙

｢国体の本
義｣自由主
義･個人主
義の否定
教育審議
会設置

中等学校
にグライ
ダー訓練
を奨励

大学の教
練必修化
運動競技
は休日･土
曜午後の
み許可
中等学校
入試廃止

国民学校
令
発育不良
対策の給
食奨励
芸能人の
英語芸名
禁止

第5期国定
教科書｢ア
サヒ｣読本
｢臣民の道｣
国家奉仕
が第一
｢昭和国民
礼法｣

学徒勤労
動員始め
る
私学の英
米風校名
禁止

中等学校
令･外国語
が随意課
目となる､
教科書国
定化
全ての学
生体育大
会禁止

国民学校
高等科以
上で通年
動員
6大都市の
国民学校
で給食実
施

国民学校
初等科以
外の授業
停止
戦時教育
令

世
界

第一次世
界大戦終
わる

国際連盟･
ILO･国際
司法裁判
所発足

アントワー
プ五輪

ソビエト
連邦建国
宣言（露）
ムッソリー
ニ政権成
立（伊）

第一次国
共合作
（中）
パリ五輪

ロカルノ
条約
ムッソリー
ニ独裁宣
言（伊）

南京国民
政府成立
（中）
第一次国
共内戦
（中）

パリ不戦
条約
アムステ
ルダム五
輪

ニューヨー
ク株式市
場で株価
大暴落、
世界恐慌
始まる

ロサンゼ
ルス五輪

ヒトラー
政権成立
（独）
ニューディー
ル政策始
まる（米）

ドイツ再
軍備宣言
（独）
エチオピ
ア侵略
（伊）

スペイン
内戦
（～39）
ベルリン
五輪

ゲルニカ
爆撃（西）
第二次国
共合作
（中）

ユダヤ人
迫害本格
化（独）
オースト
リア併合
（独）

独ソ不可
侵条約
チェコス
ロバキア
併合（独）
第二次世
界大戦始
まる

イタリア
参戦
オランダ･
フランス
等がドイ
ツに降伏

大西洋憲
章

イタリア
連合国に
降伏
カイロ会
談

ヒトラー
暗殺未遂
事件（独）

ヤルタ会
談
ドイツ連
合国に降
伏
ポツダム
会談

１
９
４
２

健
保
連
合
会
富
山
支
部

満
州
事
変
ご
ろ
か
ら
陸
軍
は

徴
兵
検
査
で
の
体
格
の
低
下
、

結
核
罹
患
者
の
増
加
を
問
題
視

し
、
体
力
や
健
康
増
進
を
所
管

す
る
省
庁
設
立
を
要
求
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
３
８

年
厚
生
省
が
誕
生
す
る
と
、
体

力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
を
文

部
省
と
厚
生
省
が
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
の
体
力
把
握
と
し
て
、

39
年
か
ら
は
15
歳
か
ら
25
歳
の

男
性
の
体
力
検
定
を
義
務
化
、

44
年
か
ら
は
武
道
も
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
43
年
に
は
15
歳

か
ら
19
歳
の
女
性
の
体
力
検
定

も
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
軍
の
青
年
幹
部

と
し
て
必
要
な
体
力
と
戦
技
、

軍
事
教
練
が
最
優
先
さ
れ
、
野

球
等
の
球
技
は
中
止
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
社
会
人
に
は
、
長
期

化
す
る
戦
争
下
で｢

息
抜
き｣

と

し
て
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
４
東
京
都
防
衛
局

本
土
空
襲
の
本
格
化
が
予
想

さ
れ
た
１
９
４
４
年
、
東
京･

横

浜･

横
須
賀･

川
崎･

大
阪･

神
戸･

尼
崎･

名
古
屋･

門
司･

小
倉･

八

幡･

戸
畑･

若
松
の
国
民
学
校
初

等
科
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
希

望
者
を
対
象
に
学
童
疎
開
を
決

定
し
ま
し
た
。
直
後
に
沖
縄
も

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
疎
開

は
、
縁
故
を
原
則
と
し
な
が
ら

次
代
の
戦
力
温
存
の
た
め
の
戦

闘
配
置
と
し
て
集
団
疎
開
も
採

用
し
、
強
力
か
つ
迅
速
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
北
九
州
で

は
集
団
疎
開
は
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
45
年
に
は
対
象
を

３
年
生
以
上
の
全
員
と
１
・
２

年
生
の
希
望
者
に
拡
げ
、
対
象

地
域
に
京
都･

舞
鶴･

広
島･

呉･

種
子
島･

小
笠
原
を
追
加
し
ま
し

た
。
し
か
し
疎
開
は
強
制
で
は

な
い
た
め
、
対
象
地
域
に
残
っ

た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

疎
開
先
で
の
児
童
は
食
糧
不

足
、
習
慣
や
言
葉
の
違
い
、
い

じ
め
、
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
、
栄
養

不
足･

不
衛
生
な
環
境･

ス
ト
レ

ス
等
に
よ
る
病
気
、
軍
隊
並
み

の
厳
し
い
規
律
に
苦
し
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
空
襲
で
保
護

者
等
が
死
亡
し
て
孤
児
と
な
る

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
孤
児
の

養
育
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

疎
開
で
は
44
年
８
月
22
日｢

対

馬
丸｣

が
撃
沈
さ
れ
沖
縄
か
ら
の

疎
開
児
童
７
５
５
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
、
45
年
３
月
10
日

の
東
京
大
空
襲
で
卒
業
式
の
た

め
帰
宅
し
た
６
年
生
が
多
数
犠

牲
に
な
っ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ

き
悲
劇
で
す
。

１
９
４
２
中
央
標
語
研
究
会

労
働
力
不
足
は
生
徒
学
生
が

補
い
ま
し
た
。
１
９
３
８
年
文

部
省
は
、
中
等
学
校
生
徒
に
対

し
、
夏
休
み
等
に
３
日
か
ら
５

日
間
、
集
団
作
業｢
奉
仕｣

を
指

示
、
翌
年
に
は
こ
れ
を
恒
久
化

し
、
正
課
に
準
じ
た
取
扱
い
と

し
ま
し
た
。
作
業
内
容
は
軍
事

施
設
の
工
事
、
木
炭･

肥
料･

食

糧
の
生
産
等
で
し
た
。
41
年
に

は
年
間
30
日
以
内
の
作
業
と
し
、

作
業
日
数
を
授
業
日
数
と
し
て

認
め
ま
し
た
。
ま
た
学
校
に｢

報

国
隊｣

と
い
う
軍
隊
を
模
し
た
組

織
編
成
を
指
示
し
ま
し
た
。

42
年
に
な
る
と
命
令
に
基
づ

く｢
動
員｣

と
な
り
期
間
も
長
期

化
し
ま
し
た
。
43
年
に
は
１
年

の
三
分
の
一
、
44
年
に
は
通
年

へ
と
強
化
さ
れ
、
位
置
づ
け
も

｢

教
育
の
一
環｣
か
ら｢

勤
労
即
教

育｣

と
な
り
ま
し
た
。
労
働
時
間

も
１
日
最
大
12
時
間
と
な
り
、

中
等
学
校
３
年
生
以
上
の
深
夜

作
業
も
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
国
民
学
校
高
等
科
児
童
も
動

員
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
卒
業
後
の
進
路
が
未
定
の
場

合
は
動
員
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
労

働
強
化
は
労
働
災
害
を
誘
発
し

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
安
全
は
専
ら｢

個
人

の
心
が
け｣

の
問
題
と
さ
れ
、
十

分
な
安
全
対
策
は
取
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

授
業
は
、
作
業
の
前
後
、
休

憩
時
間
や
休
業
日
に
実
施
と
し

ま
し
た
が
実
施
で
き
ず
、
教
員

は
作
業
実
績
を
評
価
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
作
業
場

で
の｢

現
場
監
督｣

の
役
割
も
担

わ
さ
れ
ま
し
た
。

国
策
標
語
で
み
る
戦
時
体
制
下
の
子
ど
も

戦
時
体
制
下
で
は
官
民
一
体
と
な
り
、
国
民
に
向
け
た
戦
意
高
揚
、
生
活
統
制
、
精
神
動
員
、
貯
蓄
奨
励

な
ど
の
た
め
の
標
語
が
数
多
く
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
標
語
の
懸
賞
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
こ
れ

ら
は｢

国
策
標
語｣

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
国
策
標
語
を
見
出
し
と
し
て
使
い
、
戦
時
体
制
下
の
子
ど
も
の
様
子
の
一
端
を
み
て
い
き
ま

す
。
（
標
語
の
漢
字
、
仮
名
遣
い
は
現
在
の
も
の
に
改
め
て
い
ま
す
）

米:アメリカ、英:イギリス、露:ロシア、独:ドイツ伊:イタリア、西:スペイン、中:中国

鍛
え
よ

御
盾
と
な
る
身
体

み
た
て

決
戦
へ

征
け
鉄
壁
の

増
産
陣

ゆ

勝
つ
為
だ

心
一
つ
に

散
れ
世
帯

１
９
４
１

四
日
市
国
民
職
業
指
導
所

文
部
省
は
１
９
２
７
年
、
子

ど
も
の
個
性･

学
力･

身
体
の
状

況･

家
庭
の
状
況
な
ど
を
見
極
め
、

保
護
者
と
緊
密
に
連
絡
し
進
路

を
指
導
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
国
は
日
中
戦
争
を

始
め
る
と
、
戦
争
遂
行
の
た
め

の
労
働
力
配
置
を
実
現
す
る
た

め
に
職
業
紹
介
事
業
を
国
営
化

し
、
学
校
と
紹
介
機
関
が
分
担

し
て
卒
業
者
の｢

適
切
な
配
置｣

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
労
働
力
の
再
配
置
は

全
国
民
が
対
象
で
し
た
。

分
担
の
内
容
は
、
学
校
が｢

職

分
奉
公｣

の
精
神
涵
養
と
適
性
に

基
く
職
業
指
導
、
紹
介
機
関
が

職
業
相
談
、
配
置
、
就
職
後
の

指
導
で
し
た
。

１
９
４
０
年
、
小
学
校
が
国

民
学
校
と
な
る
と
、
６
年
生
で

職
業
指
導
の
授
業
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
同
時
に
、
学
校
卒
業

者
の
雇
用
は
紹
介
機
関
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
43
年

か
ら
は
国
民
学
校
高
等
科
で
職

業
指
導
が
必
修
と
な
り
、
男
性

の
就
業
禁
止
職
種
も
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

教
員
は
、
工
場
等
へ
の
割
当

人
数
、
少
年
兵･

満
蒙
開
拓
青
少

年
義
勇
軍
へ
の
志
願
者
目
標
と

児
童
生
徒
の
希
望
、
保
護
者
の

希
望
と
の
す
り
合
わ
せ
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
が
導
く

職
場
へ
歩
め

日本の戦争･軍事行動の期間


